
 共生糸状菌に感染した害虫抵抗性イネ科牧草種子の安定生産、保存・流通技術の開発 
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畜産－飼料 

  イネ科牧草の水田やその周辺での栽培は、コメの等級を下げる原因である斑点米カメムシ類の発生源と

なる場合があるため問題視されてきた。そこで、イネ科牧草と共生する共生糸状菌が害虫抵抗性を付与する

ことに着目し、斑点米カメムシ類の発生を抑制する感染品種の育成に取り組んできた。しかし、種子の増殖・

保存の際に共生糸状菌の感染率が低下することが実用化への妨げとなっており、これを解決するために、感

染率の変動要因の解明、また、関連技術として植物体からの共生糸状菌の検出法の開発を目標とする。 

〔研究グループ〕 
農研機構九州沖縄農業研究センター、東北農業研 
究センター、畜産草地研究所、中央農業総合研究セ 
ンター 
〔研究総括者〕 
農研機構九州沖縄農業研究センター 荒川 明 

全国 

農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業（シーズ創出ステージ）/研究紹介２０１６ 

１ 研究の背景・目的・目標 

２ 研究の内容・主要な成果 

３ 今後の展開方向、見込まれる波及効果 

４ 開発した技術・成果が活用されることによる国民生活への貢献 

①植物の穂内での感染部位の分布から、感染植物からの採種の際に非感染種子ができる機作が、共生糸
状菌が植物の基部から伸長し、菌糸の分布域外で非感染種子ができることであることを明らかにした。 

②既知の共生糸状菌検出用に開発されたリアルタイムPCR反応系のプライマー設計を修正することにより、
種子１粒単位での菌の定量が可能な高精度の定量法を開発した。 

③ 共生糸状菌E. occultans およびE. uncinata の特性の違いを明らかにした。 E. uncinata が感染した植物
は寒冷地で、 E. occultans が感染した植物は暖地で、植物体内の菌の濃度や種子の感染率が高くなる。 

④気密パック・除湿剤を用いて、共生糸状菌感染種子を安定して高感染率に保つ保存技術を開発した。 

①本研究成果を活用し、害虫抵抗性を安定的に発揮する共生糸状菌感染牧草品種が育成・普及に至れば、
斑点米カメムシ類の発生が問題視される水田地帯でも高品質な牧草の生産が可能になり、粗飼料輸入量
の低減、害虫発生の抑制による薬剤散布量の低減などに貢献することが期待される。 

②共生糸状菌感染種子の保存技術を活用することにより、芝草等でも感染品種の種子が低コストで高品質
に保たれて流通し、感染による耐ストレス性、病虫害抵抗性の能力が十分発揮される状態でユーザーに届
くことが期待される。 

①共生糸状菌感染種子の保存技術は、芝用を含めた感染を謳う品種について、流通種子の品質向上に貢
献すると期待される。 

②共生糸状菌定量法は、感染植物の害虫抵抗性の迅速・簡便な評価方法として利用可能であり、感染植物
を利用した害虫防除研究が加速すると期待される。 

③採種の際の感染率の変動要因や菌種による種子伝染率の特性が明らかになり、今後、害虫抵抗性品種
の育成・実用化へ向けた基盤となる。 

キーワード イネ科牧草、共生糸状菌、斑点米カメムシ類、感染率、検出技術 

 

① Matsukura, K. et al. Dynamics of Neotyphodium uncinatum and N-formylloline in Italian ryegrass, and their 
relation to insect resistance in the field. J. Applied Microbiology 116(2), 400-407 (2014) 

公表した主な特許・論文 
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            共生糸状菌感染により害虫抵抗性を付与した牧草品種の普及・流通を

可能にするため、採種・種子保存時における感染率低下の要因解明、感染を維持する技術を開発 

問い合わせ先：農研機構 九州沖縄農業研究センター TEL 096-242-7682 

（25024A）共生糸状菌に感染した害虫抵抗性イネ科牧草種子の安定生産、保存・流通技術の開発 

研究の達成目標 

主要な成果 

菌糸は植物の中で基部側から伸長し、菌糸の分布
域外では非感染種子ができる 

国民生活への貢献 

今後の展開方向、波及効果 
・種子感染率・害虫抵抗性が高い品種育成 
 へ向けた情報・ツールとなり、育種が加速 
・安定的で低コストな感染種子の貯蔵・流通 
 技術の開発 

・害虫抵抗性、高品質な牧草の生産によ
る粗飼料増産、 薬剤散布量の減少 
・共生糸状菌感染による高付加価値な感
染牧草・芝草の流通 

＜イタリアンライグラス穂内の菌の分布＞ 

菌種による特性の違いの解明  
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＜E. uncinataとE. occultansの比較＞ 

** 

採種環境による種子の感染率の違い。冷涼
な気候ではE. uncinataの感染率が高い。 
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E. occultans E. uncinata 

植物中の菌の濃度は、E. uncinataは東北で、
E. occultansは九州で高い傾向。 

感染植物上で非感染種子ができるメカニズムの解明  

y = -0.2946x - 0.9086 
R² = 0.9986 
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共生糸状菌の高精度な定量法の開発  

リアルタイムPCRによる定量下限
が10-10pmol/µlと高精度 
種子1粒レベルのサンプルからも
定量が可能 

害虫抵抗性物質であるロリンの
濃度を菌DNA量から推定可能 
       ↓ 
害虫抵抗性の評価が迅速化 

技術・知見の活用 

害虫抵抗性を発揮するのに
必要な高感染率種子の採種
技術の改良 

共生糸状菌感染種子の保存方法  

種子を除湿剤とともに気密パッケージに封入
する保存方法で、40℃、湿度75%条件下で 
５週間の保存後にも共生糸状菌が死滅しない 
           ↓ 
冷蔵施設を必要としない感染種子の 
保管が可能に 

包装
発芽数/播種数
（括弧内：％）

感染苗数/ 発芽数
（括弧内：％）

気密パック・除湿剤 14/20 (70) 14/14 (100)
気密パック・除湿剤 19/20 (95） 19/19 (100)

なし 14/20 (70) 0/14 (0)
なし 11/20 (55) 0/11 (0)

共生糸状菌感染種子の過酷条件下での保存試験
における保存後の種子の発芽により得られた苗で
の感染状況 
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